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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成30年11月8日(2018.11.8)

【公表番号】特表2015-536127(P2015-536127A)
【公表日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-079
【出願番号】特願2015-534742(P2015-534742)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   3/28     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    3/28     　　　Ｑ
   Ｈ０２Ｍ    3/28     　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｌ   33/00     　　　Ｊ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年9月27日(2018.9.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング回路であって、前記スイッチング回路は、
　一次および二次巻線を有する変圧器であって、前記二次巻線は、負荷と結合されている
、変圧器と、
　前記一次巻線と結合された第１のＭＯＳＦＥＴスイッチと、
　前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチの出力における電流を測定するように構成された一次
電流感知デバイスと、
　前記二次巻線と直列に結合された第２のＭＯＳＦＥＴスイッチと、
　前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチの出力における電流を測定するように構成された前記
第２のＭＯＳＦＥＴスイッチと直列に結合された二次電流感知デバイスと、
　前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチおよび前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチを駆動させる
ための制御回路と、
　第１の入力、第２の入力および出力を有するコンパレータと
　を備え、
　前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチの駆動信号が前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチをオン
にするときに、前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチの駆動信号は前記第２のＭＯＳＦＥＴス
イッチをオフにし、前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチの前記駆動信号が前記第１のＭＯＳ
ＦＥＴスイッチをオフにするときに、前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチの前記駆動信号は
前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチをオンにし、
　前記一次電流感知デバイスからの信号は、前記第１の入力で前記コンパレータに入力さ
れ、前記二次電流感知デバイスからの信号は、前記第２の入力で前記コンパレータに入力
され、前記一次電流感知デバイスからの前記信号と前記二次電流感知デバイスからの前記
信号とが前記コンパレータによって比較されて、結果として生じる出力信号が取得され、
前記結果として生じる出力信号は、前記コンパレータの前記出力から出力されて、前記第
１のＭＯＳＦＥＴスイッチおよび前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチに対する前記駆動信号
を生成するパルス幅変調器に入力され、前記一次電流感知デバイスからの前記信号が前記
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二次電流感知デバイスからの前記信号を超えるときに、前記結果として生じる出力信号は
、前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチの前記駆動信号に前記第１のＭＯＳＦＥＴスイッチを
オフにさせる、スイッチング回路。
【請求項２】
　前記一次および二次電流感知デバイスはそれぞれ、接地とそれぞれの第１または第２の
ＭＯＳＦＥＴスイッチとの間に結合されたシャントレジスタを備える、請求項１に記載の
スイッチング回路。
【請求項３】
　前記二次電流感知デバイスに結合された電流感知増幅器をさらに備え、前記二次電流感
知デバイスからの前記信号は、前記電流感知増幅器に入力され、前記電流感知増幅器によ
って増幅されて、前記コンパレータの前記第２の入力に入力される、請求項２に記載のス
イッチング回路。
【請求項４】
　前記制御回路は、パルス幅変調器を備える、請求項３に記載のスイッチング回路。
【請求項５】
　電力供給源回路であって、前記電力供給源回路は、
　制御回路と、
　擬似共振フライバック回路と
　を備え、前記擬似共振フライバック回路は、
　一次回路であって、前記一次回路は、第１のトランジスタスイッチによって制御され、
かつ、第１の電流感知デバイスを含む、一次回路と、
　二次回路であって、前記二次回路は、第２のトランジスタスイッチによって制御され、
かつ、前記第２のトランジスタスイッチと直列に結合された第２の電流感知デバイスを含
む、二次回路と、
　一次および二次巻線を有する変圧器と
　を含み、
　前記一次巻線は、前記第１のトランジスタスイッチと結合されており、前記二次巻線は
、前記第２のトランジスタスイッチと負荷とに直列に結合されており、
　前記制御回路は、前記第１のトランジスタスイッチおよび前記第２のトランジスタスイ
ッチを駆動するように構成され、
　前記第１のトランジスタスイッチに対する駆動信号が前記第１のトランジスタスイッチ
をオンにするときに、前記第２のトランジスタスイッチに対する駆動信号は前記第２のト
ランジスタスイッチをオフにし、前記第１のトランジスタスイッチに対する前記駆動信号
が前記第１のトランジスタスイッチをオフにするときに、前記第２のトランジスタスイッ
チに対する前記駆動信号は前記第２のトランジスタスイッチをオンにし、前記第１および
第２の電流感知デバイスからの信号は、コンパレータに入力され、相互に比較され、前記
コンパレータの結果として生じる出力信号は、前記第１のトランジスタスイッチおよび前
記第２のトランジスタスイッチに対する前記駆動信号を生成するパルス幅変調器に入力さ
れ、前記第１の電流感知デバイスからの前記信号が前記第２の電流感知デバイスからの前
記信号を超えるときに、前記結果として生じる出力信号は、前記第１のトランジスタスイ
ッチに対する前記駆動信号に前記第１のトランジスタスイッチをオフにさせる、電力供給
源回路。
【請求項６】
　前記第１および第２の電流感知デバイスはそれぞれ、接地とそれぞれの第１または第２
のトランジスタスイッチとの間に結合されたシャントレジスタを備える、請求項５に記載
の電力供給源回路。
【請求項７】
　前記第２の電流感知デバイスに結合された電流感知増幅器をさらに備え、前記第２の電
流感知デバイスからの前記信号は、前記電流感知増幅器に入力され、前記電流感知増幅器
によって増幅されて、前記コンパレータに入力される、請求項６に記載の電力供給源回路
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。
【請求項８】
　前記制御回路は、パルス幅変調器を備える、請求項７に記載の電力供給源回路。
【請求項９】
　方法であって、前記方法は、
　一次スイッチを用いて、フライバック変圧器の二次巻線を通して出力キャパシタを充電
させることであって、前記フライバック変圧器の一次巻線および前記一次スイッチは、電
源に結合されている、ことと、
　二次スイッチを用いて、前記フライバック変圧器の二次巻線を通して前記出力キャパシ
タを負荷へと放電することであって、前記フライバック変圧器の前記二次巻線および前記
二次スイッチは、前記出力キャパシタおよび前記負荷に結合されている、ことと、
　前記一次スイッチの電流を感知することと、
　前記二次スイッチの電流を感知することと、
　第１の電流感知信号を第２の電流感知信号と比較し、結果として生じる制御信号を、前
記一次スイッチおよび前記二次スイッチに対する駆動信号を生成するパルス幅変調器に入
力することであって、前記第１の電流感知信号が前記第２の電流感知信号を超えるときに
、前記結果として生じる制御信号は、前記一次スイッチに対する前記駆動信号に前記一次
スイッチをオフにさせる、ことと、
　前記駆動信号で前記一次スイッチおよび前記二次スイッチを駆動させることと
　を含み、
　前記一次スイッチに対する前記駆動信号が前記一次スイッチをオンにするときに、前記
二次スイッチに対する前記駆動信号は前記二次スイッチをオフにし、前記一次スイッチに
対する前記駆動信号が前記一次スイッチをオフにするときに、前記二次スイッチに対する
前記駆動信号は前記二次スイッチをオンにする、方法。
【請求項１０】
　前記一次スイッチの電流の感知および前記二次スイッチの電流の感知は、接地とそれぞ
れの一次または二次スイッチとの間に結合されたシャントレジスタを使用して達成される
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記二次スイッチの電流を増幅させることをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、前記一次および二次スイッチを駆動させることは、パルス幅変調器を使用して
、前記一次および二次スイッチを駆動させることを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記フライバック変圧器の前記二次巻線は、前記負荷を形成する複数ＬＥＤストリング
を駆動する、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電流感知増幅器は、誤差増幅器およびゲイン増幅器を備え、前記ゲイン増幅器の後
に前記誤差増幅器が続き、前記二次電流感知デバイスからの前記信号は、前記ゲイン増幅
器に入力され、前記ゲイン増幅器によって増幅されて、前記誤差増幅器に入力され、参照
電圧信号を使用して前記誤差増幅器によって調整されて、前記コンパレータの前記第２の
入力に入力される、請求項３に記載のスイッチング回路。
【請求項１５】
　コンパレータをさらに備え、前記コンパレータは、前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチの
ドレインおよびソースにおける電圧を比較し、かつ、出力信号を前記パルス幅変調器に送
り、前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチの前記ドレインおよび前記ソースにおける前記電圧
が０Ｖ差を有するときに、前記出力信号は、前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチの前記駆動
信号に前記第２のＭＯＳＦＥＴスイッチをオフにさせる、請求項４に記載のスイッチング
回路。
【請求項１６】
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　前記電流感知増幅器は、誤差増幅器およびゲイン増幅器を備え、前記ゲイン増幅器の後
に前記誤差増幅器が続き、前記第２の電流感知デバイスからの前記信号は、前記ゲイン増
幅器に入力され、前記ゲイン増幅器によって増幅されて、前記誤差増幅器に入力され、参
照電圧信号を使用して前記誤差増幅器によって調整されて、前記コンパレータに入力され
る、請求項７に記載の電力供給源回路。
【請求項１７】
　コンパレータをさらに備え、前記コンパレータは、前記第２のトランジスタスイッチの
ドレインおよびソースにおける電圧を比較し、かつ、出力信号を前記パルス幅変調器に送
り、前記第２のトランジスタスイッチの前記ドレインおよび前記ソースにおける前記電圧
が０Ｖ差を有するときに、前記出力信号は、前記第２のトランジスタスイッチの前記駆動
信号に前記第２のトランジスタスイッチをオフにさせる、請求項８に記載の電力供給源回
路。
【請求項１８】
　請求項５に記載の電力供給源回路と前記負荷とを備える回路であって、前記二次巻線が
前記負荷に電力を提供する、回路。
【請求項１９】
　前記負荷は、複数ＬＥＤストリングである、請求項１８に記載の回路。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　図示される実施形態では、Ｑｐからの電流Ｉｐは、コンパレータ４１０に提供される。
Ｑｓからの電流は、増幅器４０６および４０８を含む増幅器フィルタ回路４０２に提供さ
れる。増幅器回路４０６は、低値レジスタ効率を高く保つために使用されるため、電流感
知信号にゲインをかけるために使用される。増幅器４０８は、従来の誤差増幅器、ＶＲＥ

Ｆ、および増幅器４０６からのフィードバック信号を使用して、ＬＥＤ電流を調整するた
めに使用される。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　図５は、図４の実施形態による、電流フローを図示する。示されるように、Ｖｓｗ１駆
動は、ＳＷ１を制御し、ＩｐからＩｓにスイッチングする。ＰＤＲＶ（一次トランジスタ
駆動信号）（図６）は、スイッチＱｐが「オン」にされている間、エネルギーを変圧器１
０４内に貯蔵するために使用される。本時間の間、一次電流は、感知レジスタＲｐを通し
て流動する。いったん所望の一次ピーク電流に到達すると、ＰＤＲＶは、Ｑｐをオフにし
、ＳＤＲＶ（二次トランジスタ駆動信号）（図６）は、Ｑｓを「オン」にする。本時間の
間、変圧器１０４は、電流をＬＥＤに提供し、ＣＯＵＴ内に電荷を補充する。ゼロ変圧器
エネルギーは、脱飽和コンパレータ４０５（図４）が、０Ｖ差を有する脱飽和＋および脱
飽和－を入力すると検出される。付加的オフセットまたは遅延が、変圧器１０４内への電
流を「逆転」させるために追加され、同期スイッチを通して、電流が逆転することを可能
にすることができる。この貯蔵されたエネルギーは、Ｑｓがオフになり、スイッチＱｐに
わたって０Ｖをもたらした後、Ｑｐのボディダイオードを通して電流を流動させるために
使用される。ＰＤＲＶ信号は、スイッチドレインソース電圧が０Ｖに到達し、スイッチン
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グ損失を排除し、ＥＭＩを低減させた後、Ｑｐをオンにする。本サイクルは、所望のピー
ク電流に到達するまでＱｐがオンになると、自動で繰り返される。
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